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第18回和歌山地域貢献活動応援基金

わかやまいきいきファンド 助成団体募集！
　全国の花王グループ社員有志のみなさんが毎月 1 口 50 円を任意の口数積み立て、NPO・ボランティア団体の支援や被災地
支援などを行なう「花王ハートポケット倶楽部」。“わかやまいきいきファンド” は、同倶楽部が和歌山県内でがんばる NPO・
ボランティア団体を対象とした活動助成をおこなうプログラムです。これまでに 120 を超える団体が助成を受けています。
　第 18 回の助成プログラムの助成団体を募集いたします。みなさまの積極的なご応募をお待ちしております。

今回から募集・事業実施期間が変わりますので、ご留意ください

簡易な書類で応募可能、「はじめての助成金応募」に最適！

スタートアップ支援事業　活動歴 2年未満の団体対象。5 万円を 4団体に助成します。
パワーアップ支援事業　活動歴 2年超の団体対象。10 万円を 3団体に助成します。
◆ 地域コミュニティ活性化につながる内容であれば、活動分野は問いません。
◆ 対象事業の実施期間は 2026 年 1月から 2026 年 12 月まで。
◆ 2027 年 2 月を目途に事業報告・決算報告を提出いただきます。

募集部門

応募期間

わかやま NPO センターのウェブサイト（https://wnc.jp/works/11664 ）から募集
要項と応募用紙をダウンロードし、応募用紙に必要事項を記入いただき、ご応募
ください。　※QRコードからもアクセス可能です。

2025 年 7月 11 日（金）～ 2025 年 8月 22 日（金）消印有効
　応募は郵送・FAX・電子メールのいずれかで受け付けます。
　〒640-8331　和歌山市美園町 5-6-12　わかやまNPO センター
　FAX　073-435-5425　E-mail　info@wnc.jp

応募方法

募集期間

助成金講座開催！（参加無料）
　7 月 12 日（土）10:00 ～ 11:30、和歌山ビッグ愛 9 階会議
室 C と ZOOM オンラインで開催。追って YouTube 見逃し配
信を実施します。参加・見逃し配信ご希望の方は右上の QR コードからお申し込
みください。
　講座参加は応募の必須事項ではありません。また、見逃し配信のお申込みは 7
月 12 日以降も随時受け付けます。
　応募書類作成に関するご相談は和歌山県 NPO サポートセンター（和歌山ビッ
グ愛 9階）で承ります。TEL　073-435-5424　E-mail　info@wakayama-npo.jp
　オンライン相談もOK！お気軽にご相談ください。

関連事業・応募に関するご相談

主　　催　　花王ハートポケット倶楽部・花王株式会社
企画運営　　認定特定非営利活動法人わかやまNPO センター
　　　　　　TEL　073-424-2223（火曜から金曜 10 時～ 17 時、

　　　　　　　　　不在時は和歌山県NPO サポートセンターに転送）

　　　　　　E-mail　info@wnc.jp

サマー遊 ing2025寄席

日　程 8 月 5日（火）

 13:30 ～ 15:30

場　所 和歌山県立図書館

 メディアアート

 ホール

内　容 こども落語、わか

 やま楽落会による

 落語、寄席芸

参加費 無料

主　催 わかやま楽落会

詳細・問い合わせは katoku

071@outlook.jp、または 09

0-9864-1344・山本さん

このコーナーでは和歌山市
NPO・ボランティア推進協
議会加盟団体から提供され
たイベント情報を不定期に
お届けしています。

和歌山市NPO ・
ボランティア
推進協議会だより
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南海トラフ地震の最新の被災予測をみる (2 )
　わかつく第364号では、今年3月に政府の中央防災会議が発表した南海トラフ地震の新しい被害想定のなかから主に人的被害について取り上げました。
今回はインフラ設備などの被害想定についてみていきます。わたしたちの日々の備えにも影響しそうです。
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和歌山を創る新聞「わかつく」
を読む会をしませんか
https://wnc.jp/works/wakatsuku

和歌山を創る新聞「わかつく」編集担当者が記
事について説明するする勉強会などのご希望を
承ります。わかやま NPO センターまでお気軽
にお問い合わせください。
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1週間後 1か月後

南海トラフ地震における和歌山県被害想定（2025 年 3月発表）

出典：中央防災会議 防災対策推実行会議・南海トラフ巨大地震対策検討ワーキンググループ報告書（2025 年 3 月）
「南海トラフ巨大地震モデル・被害想定手法検討会」において検討された複数のケースから、① 津波により東海・近畿・
四国・九州のそれぞれで大きな被害が出るケース 4 つ、②想定される海寄りの震源域で冬の深夜に発生した場合と、
想定の陸側の震源域で冬の夕方に発生した場合の 2ケース、①×②＝8ケースで推定した結果。いずれも概数。


